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南方特別留学生（昭和１９年５月１４日）
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野球小僧（昭和３０年代前半）
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川南小学校

唐瀬原中学校

宮崎県立高鍋高校
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東京外国語大学日新学寮時代（1969年ころ）
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ベトナム反戦運動
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土屋健治先生（1942～1995）との出逢い
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ワヤン（影絵劇）



12

東南アジア世界
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１９７９年

１９８１年

１９７５年

Tan Malaka
１８９７～１９４９
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１９８０年（原作１９５２年） １９８３年（原作１９５０年）

文学作品の翻訳



【ベトナム】

戦前期

『金雲翹（キンヴァンギョウ）』（阮攸〈グエン・ズー〉著、小松清訳、東宝発行所、1942）

『安南草話』（グエン・ティエン・ラン著、深尾須磨子訳、偕成社、1942）

『安南の情熱』（トリン・チュク・オアン著、奥 好晨訳、室戸書房、1942）

※３冊ともフランス語から

ベトナム戦争期（1960年代～1970年代）

『不敗の村』（グエン・ゴック著、池上日出夫訳、新日本出版社、1966）

『炎の記録』（現代ベトナム短編集、渡部昌訳、八潮出版社、1969） ※英語

『小説ディエンビエンフー 最後の高地』（フー・マイ著、栗田公明訳、

東邦出版社、1975） ※エスペラント語

東南アジア文学の翻訳
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ベトナム戦争後

『夏の雨』（マー・ヴァン・カーン著、加藤栄訳、新宿書房、1992）

『虚構の楽園』（ズオン・トゥー・フオン著、加藤栄訳、段々社、1994）

『戦争の悲しみ』（バオ・ニン著、井川一久訳、河出書房新社、2008）

池澤夏樹＝個人編集
世界文学全集Ⅰ-06
バオ・ニン『戦争の悲しみ』
２００８

16



翻訳者

フィリピン語（タガログ語）・インドネシア語

マレーシア語・ビルマ語・タイ語

ベトナム語・カンボジア語・ラオス語

東南アジア学会
（旧「東南アジア史学会」、1966年創設）
会員数：約670名

東京外国語大学東南アジア課程発行
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出版社

井村文化事業社、めこん、段々社、木犀社、彌生書房・・・

「東南アジアブックス」（井村文化事業社刊、勁草書房発売）
ホセ・リサール『ノリ・メ・タンヘレ』

原著：スペイン語（1897年、ベルリン）
日本語版（1976年）

「シリーズ・アジアの現代文学」
（めこん）
1978年創立（桑原晨）
出版点数：236
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日本人の東南アジア認識

『米欧回覧実記』（久米邦武編 1878 ）

岩倉使節団（明治4《1871》年12月23日～6《1873》年9月13日）
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我々はこれによって南洋的人間が何ゆえに文化的発展を

示さなかったかを理解し得るであろう。南洋の風土は人間

に対して豊かに食物を恵む。人間は単純に自然に抱かれ

ておればよい。しかも人と自然との関係は、あらゆる移り行

きを含まないものである。人間はその受容的・忍従的な関

係において固定する。猛獣・毒蛇との戦いもこの固定を破

ることはできぬ。そこでは生産力を発展せしむべき何らの

機縁も存せぬのである。だからまれにジャヴァにおいてイン

ドの文化の刺激により巨大な仏塔が作られたということのほ

かには、南洋は文化を産まなかった。そうして文芸復興期

以後のヨーロッパ人に易々として征服され、その奴隷に化

したのである。 （和辻哲郎『風土』 1935 p.28）
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東南アジア旅行のパンフレットより

・謎に満ちた神秘的な雰囲気が見た者の心を奪い魅了する

・タイ楽園ビーチ

・心から癒される・・・やすらぎを求めてアジアンリゾートへ

・神秘的な伝統芸能や芸術が息づく島

・手つかずの自然を秘めた島

・美しい自然が織りなす秘境リゾート

・豊かな自然が残る赤道直下の楽園

・民族舞踊と古代遺跡が語る神々の島

・手つかずの自然が優しく包んでくれるリゾート

・熱帯の木々。人々の笑顔。楽園で過ごす休日、バリ島

「魅惑の」「エキゾチックな」「幻想の」「開放的な」「のどかな」

「心やすらぐ人々の笑顔」「疲れた心の洗濯に」
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１．ヨーロッパ文明への信仰
（近代国家建設のモデルとしてのヨーロッパ）

２．南洋の人々は怠惰である
（否定的鏡としての未開社会）

３．東南アジア資源着目論
（活用すべき天然資源の宝庫としての東南アジア）

４． 「楽園としての東南アジア」

日本人の東南アジア観
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田中角栄首相のアセアン訪問
ジャカルタにおける反日暴動（1974年1月15日）

タイの反日学生運動

東南アジアにおける対日イメージ改善の必要性
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基金と出版助成

・国際交流基金（Japan Foundation）1972

・トヨタ財団（Toyota Foundation）1974

「〈隣人をよく知ろう〉翻訳出版促進助成プログラム」（隣プロ）

“Know Our Neighbors” Translation Publication Program

（1978～2003）

・大同生命国際文化基金（The Daido Life Foundation）1985

「アジアの現代文芸シリーズ」（１１ヶ国５４冊 東南アジア４６冊）

「Japanese Mirrors  Project」（８ヶ国２５冊）
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日本への批判に耳を傾けた後、東南アジアの人々に聞いてみたのは、東

南アジアと日本との関係を今後どのようにしたら改善できるか、ということ

だった。互いが相手をよく知らないまま、日本による大量で急激な経済進出

だけがなされているので、東南アジア側はとても対応できない――こうした

状況に対して知識人の要望で大きな位置を占めたのは、次の3点だった。

（1）日本人にもっとよく東南アジアの人々の心や文化、社会、歴史、経済、

政治を知ってほしい。（2）日本人の心と文化、社会についてよくわからない

ため不気味に感じるので、日本をもっとよく知りたい。また、アジアで近代化

が成功している唯一の国として、明治以来の近代化の成功（失敗した点も

含めて）の秘訣および、日本が敗戦の焦土から立ち上がって経済的成功

をおさめたその秘訣を学びたい。（3）しかしよく考えてみれば、日本との相

互理解だけでなく、隣国との相互理解もできていない。東南アジア各国は

長い間植民地支配によって分断され、独立国となってからは国づくりに全

力投球を余儀なくされ、また東西冷戦構造に巻き込まれた。そのため、欧

米については知っていても、同じ東南アジアの他の国についてよく知る機

会がなかった。隣国についてもよく知りたい。

（『トヨタ財団３０年史』本文編、p.296-297）
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１．東南アジアの作品の日本への翻訳紹介

２．日本の作品の東南アジアへの翻訳紹介

３．東南アジア相互間の翻訳紹介

４．東南アジア諸語の辞書の編纂

６６０冊

・日本語へ２１３冊（東南アジア、１６５冊）

・アジア諸語へ４４７冊（東南アジア、２９４冊）

言語数３５

【トヨタ財団３０年史、p.319）
インドネシア語版
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プラムディヤ・アナンタ・トゥール『人間の大地』４部作

フィリピン語版
『人間の大地』

タイ語版
『すべての民族の子』

ウルドゥー語版
『人間の大地』
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夏目漱石『坊ちゃん』

1. インドネシア語版

2. シンハラ語版

3. マレーシア語版

4. フィリピン語版
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〈隣プロ〉で翻訳紹介された日本の
文学者

芥川龍之介、安部公房、有吉佐和子、
井伏鱒二、上田秋成、遠藤周作、
小川未明、開高健、川端康成、
菊地寛、岸田国士、志賀直哉、
島崎藤村、太宰治、
谷崎潤一郎、
壷井栄、永井荷風、
夏目漱石、別役実、
三島由紀夫、
溝口健二、村上春樹、
森鷗外、山本有三・・・
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プラムディヤ・アナンタ・トゥール

『人間の大地』４部作を翻訳する

2,747ページ
33
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Pramoedya Ananta Toer 1925～2006

・オランダ植民地時代（１７世紀～１９４２）

・日本軍政期（１９４２～４５）

・独立革命期（１９４５～４９）２年６か月

・スカルノ時代（１９４９～６６）９か月

・スハルト時代（１９６６～９８）１４年

・改革の時代（１９９８～）

※ 赤字は投獄・流刑に処された期間

「最初に戦場に立つ者」（Yang Pertama di Medan）
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Untuk siapa saja yang boleh kusebut adikku

「だれであれわたしが弟と呼ぶことのできる者たちへ」

（『無力な者たち』１９５１）

Untuk yang dilupakan dan yang terlupakan

「意識的にか無意識にか忘れ去られたものの為に」

（第３部『足跡』１９８５）
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Deposuit Potentes de Sede et Exaltavit Humiles.

「彼は権力あるものをその座から引き降ろし、卑しめら

れたものたちを高く上げた。」

（第４部『ガラスの家』１９８８ エピグラフ）



１．Bumi Manusia（1980） 『人間の大地』（1986）

２．Anak Semua Bangsa（1980） 『すべての民族の子』（1988）

３．Jejak Langkah（1985） 『足跡』（1998）

４．Rumah Kaca（1988）『ガラスの家』（2007）

１９世紀末から２０世紀初めにかけて、まだ《インドネシア》

という名称をもたない植民地オランダ領東インド時代に、

《インドネシア》を構想し、《インドネシア人》になろうとした

人びとの物語。

１９６５年「９月３０日事件」の政治犯として

独裁政権下の流刑地ブル島で
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１９６５．９．３０事件
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ブル島の収容所の政治犯たち １９７０年７月撮影
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労働に従事する政治犯たち １９７０年７月撮影
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土木工事をする政治犯たち（油絵）
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政治犯の住むバラック（油絵）
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「語る」「聞く」「書く」の相互行為の創造性

１９７７年１２月 収容所でタイプライターを打つプラムディヤ

ブル島で増子義孝ジャカルタ支局長（朝日新聞社）撮影
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44

『ガラスの家』未定稿
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第３巻『足跡』に対する検事総長名の発禁通知書（１９８６．５．１０）
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ジャカルタのグラメディア書店で（２０１６．１０）
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福岡アジア文化賞大賞を受賞して
（２０００年９月）

東京でのシンポジウム
（２０００年９月）

48



49

４部作の翻訳で読売文学賞を受賞（２００８年）
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１９８９年 ２０００年

プラムディヤの墓前で
ジャカルタ、２０16年



「ひるがえって、明治以来、日本はつねに翻訳大国であった。つ

ねに他者への好奇心を抱き、新鮮な知識と刺激を求めて、おそ

らく世界でも例外的に熱心に、他者を学ぼうとしてきた。これはお

そらく、日本のような周縁文化の宿命だろう。だがそれと同時に、

周縁文化の常として、憬れのまなざしはいつも、より強大でより高

いと見える中心的文明にのみ注がれてきた。その対象は、近代

以前なら中国、近代以降は西欧諸国の文化である。そして、近

隣諸国への好奇心や共感は、意外に薄かったことを忘れてはな

らない。グローバル化の進むなかで、日本人は、逆にいまこそ周

囲の国々の人々とその文化に親しみ、しかもこれまでのように一

方的な「上向き」の視線ではなく、「水平」かつ「双方向」の視線を

交わし合うことを学ぶ必要があるだろう。（川本皓嗣 『近代日本

文学における外国文学の受容』山内久明・川本皓嗣編著、放送

大学教材 ２００３、p.197）
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国際関係学部で（１９９５.１０～２０１８．３）

担当した主な科目

・インドネシア語

・東南アジア文化論

・比較文化論

・キャリア特殊講義（就職のための日本語表現法)

・比較文化特殊講義（映像で学ぶ世界史）

・演習科目

・大学院科目
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歌が好きだ。演歌からクラシック、Asian Popsまでジャンルを問

わずに、よく聴く。元ちとせがメジャーになる前に、「あれはいいよ」と

友人たちに推奨していたというのが、ちょっとした自慢。最近、なる

ほど、だから２００万枚をこす大ヒットになったのか、と感心したのは、

SMAPの『世界に一つだけの花』（槇原敬之 作詞・作曲）だ。歌詞

がいい。

「今」という時代の気分をじつによくとらえているのだ。

No.１にならなくてもいい／もともと特別なOnly One

花屋の店先に並んだ／いろんな花を見ていた／ひとそれぞれ好み

はあるけれど

どれもみんなきれいだね／この中で誰が一番だなんて／争うことも

しないでバケツの中誇らしげに／しゃんと胸を張っている

それなのに僕ら人間は／どうしてこうも比べたがる？／一人一人違

うのにその中で一番になりたがる？

そうさ僕らは／世界に一つだけの花／一人一人違う種を持つ

その花を咲かせることだけに／一生懸命になればいい

（中略）

小さい花や大きな花／一つとして同じものはないから

No.１にならなくてもいい／もともと特別なOnly One

たぶん、そうなのだ。ここには、ひたすら No.1をめざして走り

つづけたあげく、くたびれ果ててしまった日本人への、いたわり

と励ましのようなものがある。あるいは、ひとはそれぞれ違って

いて、多様なことこそ素晴らしいのだというメッセージが。そう、

僕らはNo.１にならなくてもいい、もともと特別なOnly Oneなの

だ、と。

いや、そうじゃない、という声が聞こえてきそうだ。だって、受

験では偏差値というやつに追いまわされ、他人よりちょっとでも

いい成績をとることに汲々としてきたし、就職するときも競争は

避けられないじゃないか。そうかもしれない。No.１をめざすのも

たしかに悪くない。でも、運よくNo.１になったとして、その先には

何があるだろう。それより、Only Oneであること、「一人一人違

う種を持つ、その花を咲かせること」のほうがずっと素晴らしい

のではないか。

バラの花やランの花になるのもいい。けれど、そんな花ばかり

じゃ味気ない。派手な花よりも、ひと知れず野に咲く小さな花の

ほうがずっと美しいことがある。「がんばって咲いた花はどれもき

れい」（歌詞の２番）なのだ。

この冊子には、がんばって自分の花を咲かそうとするあなた

にとって、水や土壌や肥料になるものが一杯に詰まっています。

世界に一つだけの花を咲かせるために、十分に活用してくださ

い。

世界に一つだけの花

２００４年度 教授要項 巻頭言



アジア理解教育の総合的取組

平成１８年度
特色ある大学教育支援プログラム

中国・新疆ウイグル自治区ホタンのバザール

大東文化大学

文部科学省審査委員会プレゼンテーション用



3.現地体験型学習

実施状況

事
前
研
修

協
定
校
で
の
研
修

事
後
研

修

研
究
レ
ポ
ー
ト
作
成

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
へ
の
参
加

海
外
留
学

目
的
意
識
と
学
習

意
欲
の
高
ま
り

語
学
力
の
向
上
と

地
域
研
究
の
深
ま
り

制度と目的

現地研修によりアジア地域言語の学習成果を現地で試す
ことで、さらに学習意欲を高め、協定校での受講などを通
して地域研究への刺激とする。また、短期・長期海外留学
により語学力に磨きをかけ、地域研究を深める。
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57

国際関係学部 現地研修



58

アジア言語スピーチコンテスト



59

キャンパスプラザで

アジア芸能の夕べ



60

インドネシア語履修生・ゼミ生と



61

格闘技王者 柏崎剛君（国際関係学部４年）と



62

池
田
創
さ
ん
（２
０
１
３
年
度
卒
業
）



63

朝ごはんプロジェクト

ライティング・カフェ



64

東松山キャンパス整備事業



65



66



総合企画室時代

67

認証評価報告書２０１６の完成を祝って



68

ビアトリクス・ポター資料館

児童文学者 松居直先生と（２０１０年４月）入館者１０万人突破記念（２０１０年１１月）緒方紅美さんと



69

同志社大を破って大学選手権ベスト４進出を決める（２０１５．１２．２７）

ラグビー部長として（2013～2017）



70

中央大学を破って関東リーグ戦全勝優勝を果たす（２０１７．１１．２５）



71

青柳勝彦監督と中央大戦に勝って

ホセア・サウマキ君（現キャノン・イーグルス）と

河野良太主将の渾身のタックル（2017.12.23 慶応戦）



ご清聴ありがとうございました。
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